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 今回の地震は長期的に予想されていた所で起こったという点で注目される。1939年のエルジンジ

ャン地震（Ｍ8.0）につづいて，北アナトリア断層に沿って次々とＭ7 以上の大きい地震が移動しな

がら起こった。この傾向が見られることは早くから Pamir and Ketin（1941），Ketin and Roesli（1953），

Richter（1958）によって注目されていた。筆者は地震の長期予測の立場から地震活動の移動性に注

目して日本の地震を調査し，このアナトリアの地震の移動状況についても報告してきた（Mogi,1968

年,1993 年）。アナトリアの西方への移動は速度を落としながら進行し，今回の地震発生となった。

さらにその西方でも地震が起こって居り，今回の地震が起こった所は丁度地震空白域として近年特

に注目されていた所である。今回の地震の発生は隣接部の地震が 1967年に起こったことから，地震

予知のためには長期的なとりくみが重要であることを教えている。 
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第１図 1939年以降のアナトリア断層沿いのＭ7以上の地震の震源の西方移動（Mogi,1968）。矢

印は今回の地震の震源位置をさす。 
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第２図 アナトリアにおける 1939 年のエルジンジャン地震後のＭ7 以上の地震の震源の西方移動

（Mogi,1993）。矢印は今回の地震の震源位置をさす。 
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